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令和 8 年度  東京未来大学入学式  

 学長式辞  

 新入生の皆さん ご入学おめでとうございます。 

皆さんが、東京未来大学の新しい構成員となられることを心より歓迎いたします。 

 

 ご入学に際して、ひとことお話ししたいと思います。 

現在は「海図なき時代」と言われます。 

第 2 次世界大戦後確立した国際的なルールや枠組み、その基盤となる政治体制や理念、さらに産

業構造までもが大きく揺らいでいます。2025 年のアメリカトランプ大統領の再登場は、その象徴か

もしれません。トランプ大統領は 2 期目就任早々、世界貿易機関のルールを無視した高関税を全世

界にかけ、自由貿易体制の危機を招きました。さらに、西半球でのアメリカの優位性を復活するとし

て、ベネズエラを攻撃したり、グリーンランドの領有を狙ったりしています。「私に国際法は必要な

い。私を止められるのは、私自身の道徳観と心だけだ」とさえ発言しています。 

ヨーロッパ各国でも、ポピュリスト政党、権威主義的政党が躍進し、民主主義の危機が言われてい

ます。スウェーデンの研究機関によると、世界人口の実に 72％が権威主義の地域に居住し、自由民

主主義はもはや、世界で最もまれな体制だと指摘しています。 

 産業構造も、AI をはじめとするデジタル技術の急速な進歩により、大きく変化しています。最近

の生成 AI の発達と労働市場の関係に関するアメリカの研究によると、日常的な言語処理を中心的な

業務とする職種、例えば、言語、文学、歴史の教員、法律関係の実務家、金融関係の業務などの職種

が影響を受けやすいと指摘されています。これから 10 年ほどの間に、アメリカの職種の 47％が AI

に置き換わるという研究もあります。既に、アメリカでは、会計業務などを担ってきたホワイトカラ

ーの労働者が退職して、職業訓練学校で学びなおし、配管工事や空調工事のブルーカラーとして転職

する例が増えているとの報告もあります。 

 AI は、人間の感性が最も機能するはずの創作や芸術の分野でも、能力を発揮しつつあります。昨

年、アメリカ Billboard の R＆B チャートでトップ 10 入りした、ザニア・モネの“How Was I Supposed 

to Know?” は、楽曲もアーティストのザニア・モネ自身も AI が生成したものです。また、映画や

映像の製作にも AI が大きく関与してきています。昨年 11 月に東京で初めて開催された「AI 日本国

際映画祭」で上演された遠藤久美子監督の長編映画「マチルダ・悪魔の遺伝子」は大変に注目を集め



ましたが、遠藤監督に映像制作の経験は全くなく、AI にプロンプト入力して 3 か月で作品を作り上

げたとのことです。AI によって、特別な才能やスキルがなくとも、誰でもクリエーターになれる時

代が到来しつつあるということです。ファッション業界でも AI の利用が進みつつあります。高名な

デザイナー、ノーマ・カマリは、自身のこれまでの作品を用いた独自の AI を構築しており、今後、

ブランドを維持し、新しいコレクションを生み出す存在になると言われています。また、日本でも、

デザイナーやファッション系企業が AI の導入を進めており、2024 年からは、生成 AI を活用したコ

ンテスト「東京 AI ファッションウィーク」が始まっています。このコンテストには、従来の意味で

はデザイナーでない人も多数参加しており、ファッション界でも映画界同様、「誰でもクリエーター」

の時代が迫っているのかもしれません。 

  「海図なき時代」とは、予測不能な現象が急速に展開し、従来の経験知や判断基準が通用せず、依

拠すべき確たる規範が社会に存在しない時代、激しい変化に立ちすくみ、混迷の中で、人々が秩序を

手探りする時代のことであり、私たち自身、すなわち自己の価値判断や評価基準が唯一の参照軸と

なる時代のことです。自分は何を求め、何に価値をおき、何を目指すのか。自己を知り、明確な自己

認識、いわば「自己の海図」を持たなければ、人生という航海を進めていくことが難しい時代。それ

が「海図なき時代」なのです。 

 それでは、自己を知るためにはどうすれば良いのでしょうか。なかなかの難問です。古代ギリシャ

の聖地デルポイにあるアポロンの神殿には、「ΓΝΩΘΙ ΣΕΑΥΤΟΝ」つまり「汝自身を知れ」

という言葉が掲げられていたといわれています。「自己を知る」という課題は古代ギリシャ時代から

続く人類の永遠の課題なのかもしれません。 

 心理学にジョハリの窓という概念モデルがあります。このモデルによると、自己には、自分も他者

も知っている領域、自分だけが知っており他者は知らない領域、他者は知っているが自分自身は気づ

いていない領域、自分も他者も知らない未知の領域の４領域があります。自己への洞察を深め、自己

認識を明瞭にするためには、自分や他者が知らない領域を狭め、自他ともに知る領域を拡げれば良い

と言えます。そのために重要なのが自己開示です。自己開示とは、自分自身に関する認識や情報を他

者に伝達するコミュニケーション行為のことです。まず、自分自身の知っている領域を率直に、積極

的に他者に自己開示します。自分で、自分の認識を言語化することによって、自分の価値観や信念、

感情を確認し、明確にすることができます。それと同時に、自己開示を受けた他者は、開示された内

容について、何らかの評価やコメントをくれたり、自己開示の返報性により、自分について語ってく

れたりします。これによって、それまで気づかなかった自分の側面を意識したり、自分と他者との社

会的比較によって、自分自身をより正確に評価し、理解することができるようになります。こうした



コミュニケーション行為により、自己洞察が進み、明確な自己認識を持つきっかけが得られるとい

うことです。自己を知り、洞察し、認識を深めるためには、まずは、他者との親密な関係性とコミュ

ニケーションが重要であることを、この概念モデルは示してくれています。 

俳人の佐藤郁良の作品に、こんな句があります。 

部屋いっぱい広げし海図小鳥来る 

部屋という閉ざされた空間に広げられた海図。この海図とは、青年自身が抱く理想、未来への夢や

憧れのことでしょう。青年は自室の限られた空間から、大いなる世界、人生の大海原に漕ぎ出す自己

を夢想します。小鳥とは渡り鳥のことです。漕ぎ出した船の遥か上空を渡りゆく鳥。見上げる青年。

青年は、渡り鳥ともに一気に大空に飛翔し、大海を越え、遥かな地、まだ見ぬ豊かな大地をめざす。

この句は、そのように語りかけます。そして、ここでの理想や夢、憧れこそ、「海図なき時代」に私

たちが育むべき「自己の海図」にほかなりません。 

これから大学生活が始まります。大学は自己を知る冒険の入り口です。まずは、友人や教員、地域

の人々など、多くの人達との積極的なかかわりを持ち、自分自身の海図を描いてください。そして、

これを思いっきり広げ、輝かしい未来を目指して欲しいと思います。 

皆さんの大学生活が素晴らしいものとなることを祈念して、私の歓迎の言葉としたいと思います。 

あらためまして、ご入学おめでとうございます。 

 

 

 

 

 

令和 8 年 4 月 1 日            

東京未来大学学長 塚本伸一     

 

 


